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滋賀医科大学医学部附属病院  理  念 ●理念を実現するための  基本方針  
●患者さま本位の医療を実践します 
●信頼・安心・満足を与える病院を目指します 
●あたたかい心で最先端の医療を提供します 
●地域に密着した大学病院を目指します 
●世界に通用する医療人を育成します 
●健全な病院経営を目指します 
手首の動脈からのカテーテルでより楽に～入院期間は大幅に短縮 
　当科はこの心臓カテーテル治療部
門の充実を図り、24時間体制で緊急
にも対応しています。2004年度の
症例数は以前の約3倍まで急増して
います。そして昨年4月には心臓カテ
ーテルの先進治療、「ロータブレーター」
の施設認定を受けました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　糖尿病や人工透析の患者さまでは
骨のように硬いカルシウムが冠動脈
に高度沈着（石灰化）していて通常の
風船治療では拡張できないことがあ
ります。このロータブレーターは、先
端がダイヤモンドで出来た直径1～2
ミリの金属球を超高速回転させ、カル
シウムのみを削り飛ばす非常に強力
な治療法ですが、それだけにその使
用には高い技術レベルが必要です。
このため日本においては厚生労働省
の認定した病院でしか使用すること
が出来ません。滋賀医科大学は滋賀
県下で初めて、そして唯一のロータブ
レーターの使用認定施設となりまし
た（平成16年12月現在）。 
　他の施設でこれまで薬物治療で様
子を見ましょうと言われてきた方や、
今までの常識では冠動脈インターベ
ンションの対象とされなかった方でも、
ぜひお気軽に当科までご相談ください。
県下で唯一の大学病院として、いかな
る患者さまの期待にもお応えできる、
より高い水準の治療を実施していくこ
とが私たちの使命であると考えていま
す。 
　盛んに行われるようになった心カ
テーテルですが、そのほとんどは足の
大腿動脈から行われてきました。この
方法では術後、止血できるまで長時間
のベッド上での安静が必要でした。 
　そこで滋賀医科大学では手首の橈
骨（とうこつ）動脈からの心臓カテー
テルを採用しています。この方法なら
術後は手首に止血バンドを巻くだけで、
トイレやお食事など身の回りのことは
ご自分でしていただけます。この橈骨
動脈からの経皮的冠動脈インターベ
ンションは、日本では全体の20～
30%とまだ少数派ですが、当科では
ほとんどがこの方法で行われています。 
　また人工透析の患者さまなど、足か
らカテーテルをしなければならない場
合も、止血器具の発達によりわずか４時
間ほどベッド上で安静にしていただく
だけで止血が可能となっています。 
　入院期間も大幅に短縮されました。
ちなみに昨年度の最高齢の患者さま
は93歳の女性でしたが、この手首から
の経皮的冠動脈インターベンションを
受けられ、元気に過ごしておられます。 
最高水準の心臓カテーテルをめざして 
～県下唯一のロータブレータ （ー高速回転式アテレクトミー）認定施設 
